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■
（
財
）
学
び
や
の
里
の
誕
生

　

熊
本
県
小
国
町
は
、
近
代
医
学
の
父
北
里
柴

三
郎
博
士
の
生
誕
の
地
で
す
。
北
里
博
士
は
、

１
８
５
３
年
小
国
町
の
北
里
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
６
歳
か
ら
寺
小
屋
で
学
び
始
め
、
熊
本
の

古
城
医
学
校
で
オ
ラ
ン
ダ
の
医
師
、
マ
ン
ス
フ

エ
ル
ト
の
教
え
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
医

学
の
道
を
進
み
始
め
ま
す
。
１
８
８
６
年
、
北

里
博
士
は
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
コ
ッ
ホ
研
究
所

に
入
り
細
菌
学
を
研
究
、
破
傷
風
菌
の
純
培
養

に
成
功
し
、
免
疫
療
法
の
道
を
開
き
ま
す
。
北

里
博
士
は
、
自
ら
の
体
験
か
ら
学
習
す
る
こ
と

と
、
人
と
の
出
会
い
の
大
切
さ
を
二
つ
の
言
葉

で
伝
え
て
い
ま
す
。「
終
始
一
貫
」
と
「
人
生
は

出
会
い
で
あ
る
」
と
。

そ
の
意
思
を
郷
里
に
伝
え
、
村
人
の
実
践

の
場
と
し
て
、
１
９
１
６
年
に
、
学
び
の
た
め

の
「
北
里
文
庫
」
と
交
流
施
設
「
貴
賓
館
」
を
建

設
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
北
里

柴
三
郎
記
念
館
」
も
十
分
に
活
用
さ
れ
な
い
状

態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
身
近
に
あ
る
貴
重
な

資
源
と
そ
の
教
え
に
気
づ
か
ず
、
活
用
を
忘
れ

て
い
た
の
で
す
。
小
国
町
は
、「
ま
ち
づ
く
り
」

の
取
り
組
み
の
中
で
、
北
里
博
士
の
意
思
と
施

設
を
活
用
し
た
「
学
習
と
交
流
の
推
進
」
を
始

め
ま
し
た
。
そ
の
中
心
と
な
る
組
織
と
し
て
、

１
９
９
６
年
（
財
）
学
び
や
の
里
を
設
立
し
ま

し
た
。

　
　
■
九
州
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
学
の
設
立

　

１
９
８
６
年
か
ら
「
学
び
や
の
里
構
想
」
を

掲
げ
、
町
民
の
生
活
と
文
化
を
育
む
拠
点
と
し

て
、
ま
た
、
人
づ
く
り
の
場
と
し
て
、
施
設
の

整
備
を
図
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
１
９
８
８

年
、
研
修
宿
泊
施
設
「
木も

っ

魂こ
ん

館か
ん

」
と
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
建
設
、
１
９
９
４
年
、
食
と
健
康
の
交
流

館
「
北
里
バ
ラ
ン
」
を
建
設
し
ま
し
た
。「
全
国

山
お
こ
し
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
」、「
悠
木
の
里
ス

ク
ー
ル
90
」
な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、「
小
国

美
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、「
お
ぐ
に
古
楽
音
楽

祭
」
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
の
展
開
は
、
多
く
の

多
様
な
人
達
と
の
交
流
を
生
み
出
し
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
頃
は
、
全
国
的
に
「
地
域
づ
く
り
」
の

取
り
組
み
が
活
発
で
、
小
国
の
町
に
も
、
全
国

か
ら
多
く
の
視
察
者
や
研
究
者
が
訪
れ
ま
し

た
。
多
様
で
、
深
み
の
あ
る
（
財
）
学
び
や
の
里

の
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て

形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

九
州
ツ
ー
リ
ズ
ム

大
学
の
軌
跡

九州ツーリズム大学

学長 宮崎　暢俊

angle
アングル
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１
９
９
６
年
、「
九
州
ツ
ー
リ
ズ
ム
シ
ン
ポ

ジ
ュ
ウ
ム
」
が
、
研
修
施
設
「
木
魂
館
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
熱
意
あ
る
参
加
者
た
ち
か
ら
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
人
材
育
成
や
実
践
的
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
場
が
欲
し
い
と
の
声
が
あ
り
、

（
財
）
学
び
や
の
里
で
の
開
催
を
約
束
し
ま
し

た
。
学
習
と
交
流
の
た
め
の
各
種
施
設
が
活
用

で
き
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
講
師
の
人
た
ち

も
把
握
で
き
て
お
り
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
践
者
た

ち
と
の
交
流
も
活
発
で
し
た
。
特
に
、
小
国
町

は
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
取
り
組
み
を
理
解
し

て
も
ら
え
る
土
壌
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
の

中
で
育
っ
て
い
た
の
で
す
。

１
９
９
７
年
、（
財
）
学
び
や
の
里
を
事
務

局
に
、
九
州
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
学
が
開
校
し
ま
し

た
。　

■
九
州
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
学
と
は

　

大
学
は
、
毎
年
９
月
に
入
学
式
、
３
月
に
卒

業
式
、
そ
の
間
毎
月
第
１
か
第
２
週
の
土･

日

･

月
の
３
日
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま

す
。
講
師
に
は
、
地
域
づ
く
り
や
環
境
教
育
の

専
門
家
、
国
際
的
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
研
究
者
、

農
家
民
宿
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
実
践
者
な
ど

を
全
国
か
ら
迎
え
て
い
ま
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
、「
ツ
ー
リ
ズ
ム
概
論
」
や
「
地
域
づ
く
り
と

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
な
ど
の
基
礎
的
な
講
義
か
ら
、

ハ
ム
作
り
や
パ
ン
焼
き
な
ど
の
「
食
の
体
験
」、

「
農
家
民
宿･

レ
ス
ト
ラ
ン
体
験
」、
そ
し
て
、

冬
の
風
物
詩
「
ウ
サ
ギ
追
い
」
な
ど
多
彩
で
す
。

現
在
ま
で
、
全
国
か
ら
約
１
５
０
０
人
の
本
科

生
と
聴
講
生
が
学
び
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
「
新
し
い

た
び
」
の
リ
ー
ダ
ー
、
交
流
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
践

者
な
ど
全
国
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
■
人
材
育
成
の
手
法

　
「
地
域
づ
く
り
」
は
、
地
域
の
資
源
を
活
用
再

生
し
て
い
く
こ
と
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、

住
民
の
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
人
材
育
成
の
た
め
、「
小
国
み
ら
い
塾
」、

「
悠
木
の
里
ス
ク
ー
ル
」
な
ど
、
各
種
研
修
の
機

会
を
創
り
ま
し
た
が
、
学
ぶ
場
よ
り
、
人
の
五

感
を
刺
激
す
る
体
験
の
場
が
大
切
だ
と
わ
か
り

ま
し
た
。

小
国
杉
で
建
設

さ
れ
た
小
国
ド
ー

ム
（
町
民
体
育
館
）

や
ゆ
う
ス
テ
ー
シ

ョ
ン（
道
の
駅
）は
、

デ
ザ
イ
ン
や
工
法

の
斬
新
さ
で
、
批

判
的
な
意
見
を
含

め
て
様
々
な
話
題

を
呼
び
、
町
民
に

大
き
な
刺
激
を
与

多彩な講師による講義

ツーリズム大学の様子

小国ドーム

九州ツーリズム大学　http://www.manabiyanosato.or.jp/tourism.php
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え
ま
し
た
。
全
国
的
に
も
珍
し
い
ジ
ャ
ー
ジ
ー

種
の
牛
乳
か
ら
の
バ
タ
ー
や
チ
ー
ズ
が
、
町
の

「
手
づ
く
り
の
館
」
で
加
工
さ
れ
、
そ
の
後
、
ヒ

ッ
ト
商
品
の
牛
乳
か
り
ん
と
う
、
ソ
フ
ト
ク
リ

ー
ム
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
に
展
開
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
酪
農
家
自
ら
の
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
加
工
販
売
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
各
種
ジ

ャ
ー
ジ
ー
酪
農
製
品
の
加
工
場
建
設
な
ど
に
つ

な
が
っ
て
い
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ツ
ー
リ
ズ

ム
大
学
を
卒
業
し
て
、
ド
イ
ツ
で
食
肉
加
工
を

学
び
、
マ
イ
ス
タ
ー
の
資
格
を
取
得
し
た
青
年

は
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
子
牛
を
使
っ
た
ハ
ム･

ソ

ー
セ
ー
ジ
工
房
建
設
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
彼
に
続
け
と
、
ド
イ
ツ
で
パ
ン
作
り
の
職

人
を
目
指
し
て
い
る
青
年
も
ま
も
な
く
帰
っ
て

く
る
で
し
ょ
う
。
小
国
黒
豚
の
食
材
屋
「
黒
豚

屋
」
も
大
人
気
で
す
。

こ
の
よ
う
な
展
開
は
、
ま
ち
づ
く
り
（
注
）

か
ら
様
々
な
刺
激
を
受
け
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
学

で
の
体
験
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
多
く
の
多
様
な
人
達
と
の
交
流
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。

■
九
州
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
学
の
波
及

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
大
学
の
講
師
、
学
生
の
中
に
、

子
供
た
ち
へ
の
環
境
教
育
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
い
ま
し
た
。
子
供
た
ち

が
自
然
に
接
し
、
自
然
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
、
い

つ
の
時
代
で
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
２
０
０
０

年
、（
財
）
学
び
や
の
里
が
「
お
ぐ
に
自
然
学
校
」

を
開
校
し
ま
し
た
。
１
泊
２
日
～
１
週
間
の
自

然
学
校
は
、「
ど
ん
ぐ
り
の
ぼ
う
け
ん
」、「
と
ん

ぼ
の
が
っ
こ
う
」
な
ど
の
名
称
で
開
催
さ
れ
、

子
供
た
ち
の
人
格
形
成
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

ま
す
。

　

２
０
０
５
年
、（
財
）
学
び
や
の
里
に
「
小
国

町
う
る
る
ん
体
験
教
育
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
行
委
員

会
」
を
創
り
、
中
学
生
の
２
泊
３
日
の
民
泊
体

験
教
育
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
農
山
村

の
日
常
生
活
に
触
れ
る
旅
と
い
っ
て
い
い
で
し

ょ
う
。
特
に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
子
供
た
ち
と
の
交
流
は
、
生
徒
た
ち
に
大

き
な
感
動
を
与
え
て
い
ま
す
。
お
別
れ
は
、
ま

さ
に
“
う
る
る
ん
”
で
す
。
受
け
入
れ
家
庭
は

１
０
０
戸
以
上
あ
り
ま
す
。

　

小
国
地
方
の
方
言
に
「
と
っ
ぱ
す
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
も
の
好
き
で
、
好

奇
心
旺
盛
、
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く

気
質
を
表
す
言
葉
で
す
。

　

農
山
村
も
、
住
民
自
ら
の
活
動
で
変
化
し
て

い
く
こ
と
で
、
時
代
の
中
に
生
き
生
き
と
蘇
っ

て
く
る
の
で
す
。

2泊3日の「うるるん農村体験」

涌蓋山と木魂館

（注）�小国町のまちづくりは、地域資源の悠然たる大自然、悠久の年輪を刻む小国杉、悠々と噴き上げる
地熱などの活用再生から「悠木の里づくり」と名づけられています。


